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私たちと共により良い片瀬地区を作っていきましょう
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片瀬地区自治会・町内会一覧

＊カッコ内は加入世帯数
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《 令和３年度 総会報告 》

令和３年５月２６日（水）に開催され、令和２年度の事業報告及び収支決算報告、令和３
年度事業計画及び収支予算などが審議され、すべて承認されました。片瀬地区の２６自治
町内会の会長で組織する団体として、情報共有、意見交換、相互の交流など、事業の実施
を通じて連携を深めていくことを確認しました。今後も、より活発な自治町内会活動につな
げていく取組みを進めてまいります。

また、本年、５月２５日設立の藤沢市自治町内会連合会協議会に加盟し、市内他地区の
自治町内会連絡協議会との情報交換を図り、片瀬地区内の自治町内会活動に生かします。

❖今年度の自治連役員 <ブロック代表者>

会 長 畠山 義昭 【江の島ブロック】 会 計 北村 守良 【新屋敷ブロック】

副会長 中島 尚之 【東ブロック】 監 事 長坂 美喜雄 【五町ブロック】

副会長 馬場 英人 【西ブロック】 監 事 國分 孝夫 【片瀬山ブロック】

コ
ロ
ナ
蔓
延
防
止
発
令
下
、
様
々
な
曲
折
と
大
き
な
試
練
の

中
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。
セ
ー
リ
ン
グ
会
場
江
の
島
に
お
い
て
予
定
さ
れ
て
い
た

交
歓
の
催
し
の
ほ
と
ん
ど
は
、
カ
ッ
ト
ま
た
は
規
模
縮
小
。
そ

れ
で
も
地
域
主
体
に
よ
る
ヨ
ッ
ト
音
頭
が
執
り
行
わ
れ
、
日
本

の
お
も
て
な
し
の
一
端
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
地
が
セ
ー
リ
ン
グ
会
場
と
な
っ
た
こ
と
で
江
の
島
大
橋

３
車
線
化
お
よ
び
自
転
車
通
行
区
間
確
保
、
小
田
急
片
瀬
江
ノ

島
駅
建
て
替
え
、
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
湘
南
江
の
島
駅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
等
々
、
目
に
見
え
る
形
で
の
利
便
化
が
進
み
ま
し
た
。

ま
た
選
手
た
ち
の
「
我
々
の
姿
を
見
て
心
が
動
く
瞬
間
が
あ

れ
ば
光
栄
で
す
。
支
え
て
く
れ
た
方
々
に
感
謝
し
ま
す
」
と
い

う
力
強
い
言
葉
か
ら
、
二
〇
二
〇
東
京
オ
リ
パ
ラ
が
未
来
に
残

し
て
く
れ
た
も
の
を
、
感
動
と
と
も
に
受
け
取
り
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
度
も
引
き
続
き
自
治
連
が
最
優
先
す
べ
き
課
題

は
「
防
災
」
で
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
、
地
域
を
挙
げ
て
の
避
難
訓
練
、
防
災
訓
練
等
の
行
事
は
、

必
要
十
分
な
規
模
で
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
今
年
は
11
月
３
日
に
、
防
災
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
主
催
「
地
区
集
会
」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
治
連
と
し
て
は
こ
れ
に
賛
同
し
、
自
主
防
災
と
連
携
し
つ
つ

地
域
の
防
災
対
策
を
考
え
、
行
政
に
提
言
し
て
い
き
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
続
く
と
思
わ
れ
る
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
対
策
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
停
滞
し
て
る
活
動
が
一
日
も
早
く
戻
る
こ

と
を
祈
り
ま
す
。
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長

備
前

邦
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北村 守良 （新屋敷）

桐生 留美子（片瀬山）

長坂 美喜雄 （五町）

中島 尚之 （東）

國分 孝夫 （片瀬山）

畠山 義昭 （江の島）

馬場 英人 （西）

若林 直美 （東）

渡辺 武 （五町）

【自治連だより編集委員】

かたせNOW

我
々
の
町
内
会
は
世
帯
数
が
約
５
９
４
で
、
近
年
マ

ン
シ
ョ
ン
等
が
増
え
、
町
内
会
に
入
会
す
る
住
民
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
江
ノ
島
が
目
の
前
に
あ
り
、
竜
宮

城
で
有
名
な
小
田
急
線
片
瀬
江
ノ
島
駅
の
駅
舎
も
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
併
せ
て
昨
年
建
て
替
え
ら
れ

ま
し
た
。

我
々
の
住
む
地
域
は
津
波
浸
水
被
害
が
多
い
と
予
想

さ
れ
る
こ
と
を
藤
沢
市
も
十
分
認
識
し
、
令
和
２
年
度

作
成
の
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
も
津
波
浸
水
深
が
最

も
大
き
い
地
域
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
え
て
こ
こ
数
年
、
日
本
各
地
で
生
じ
て
い
る
豪
雨

に
よ
る
河
川(

境
川)

氾
濫
の
可
能
性
も
高
く
、
住
民
は

水
害
の
危
険
が
あ
る
地
域
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
普
段

か
ら
良
く
認
識
し
て
い
ま
す
。
以
上
の
地
域
特
性
が

あ
っ
て
、
今
秋
か
ら
藤
沢
市
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
「
地

籍
調
査
」
も
最
初
に
我
々
の
地
域
か
ら
始
ま
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
我
々
の
町
内

会
で
は
数
年
前
か
ら
夜
間
津
波
避
難
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。(

但
し
、
昨
年
と
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
実

施
し
て
い
ま
せ
ん)

藤
沢
市
危
機
管
理
課
に
聞
い
た
と
こ

ろ
、
夜
間
に
津
波
避
難
訓
練
を
行
う
の
は
片
瀬
海
岸
２

丁
目
町
内
会
の
み
で
す
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

夜
間
に
行
う
の
は
、
津
波
は
日
中
に
発
生
す
る
と
は
限

ら
な
い
こ
と
と
、
夜
間
の
場
合
は
暗
い
の
で
避
難
路
も

確
認
し
難
く
な
る
た
め
で
す
。

自
治
会
・
町
内
会
紹
介
（13）

【西浜公園を綺麗に】 草ぼうぼうの公園ときれいな公園

西浜町内会 会長 馬場 英人

水
害
の
危
険
性
が
高
い
地
域
に
住
む

我
々
の
町
内
会
の
対
策

2019年7月夜間避難訓練の様子

（湘南白百合学園幼稚園屋上の避難場所に
上がる途中の写真）

一
昨
年
の
実

施
状
況
に
お
け

る
参
加
者
数
は
、

大
人
８
７
人
、

子
供
１
８
人
で

し
た
。
こ
れ
は

夜
間
の
１
９
時

半
～
２
０
時
半

に
行
う
こ
と
を

考
え
る
と
少
な

く
な
い
人
数
で

す
。

一
昨
年
７
月
の

夜
間
津
波
避
難

訓
練
の
写
真
を

示
し
ま
す
。

戦
没
者
慰
霊
祭
を
終
え
て

片
瀬
・江
ノ
島
地
区

戦
没
者
顕
彰
会

会
長

山
口

幸
雄

２
０
２
１
年
１
月
か
ら
地
域
団
体
に
加
わ
っ

た
「
戦
没
者
顕
彰
会
」
に
よ
る
戦
没
者
追
悼
式

が
５
月
２
２
日
に
諏
訪
神
社
で
斎
行
さ
れ
ま
し

た
。今

回
か
ら
地
域
の
行
事
と
し
て
執
り
行
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
片
瀬
地
区
自
治
町
内
会
連
絡
協

議
会
か
ら
の
運
営
支
援
を
受
け
る
と
同
時
に
、

新
た
に
自
治
連
役
員
の
参
列
も
得
て
、
総
勢
５

０
人
を
越
え
る
地
元
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
き

無
事
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

遺
族
会
の
高
齢
化
に
よ
り
、
各
地
で
戦
没
者

追
悼
式
の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
当

地
区
に
つ
い
て
は
、
運
営
主
体
が
地
域
と
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
無
事
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

追
悼
式
は
２
年
ご
と
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

今
後
共
よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

戦
没
者
慰
霊
祭
の
様
子

（
場
所
：
諏
訪
神
社
）

地域の人々の大事な公園である西浜公園(通称：山本公園)は
西浜町内会が主に使うため、町内会で公園愛護会をつくり、毎
月１回第３日曜日の朝に、落葉などの清掃をしています。当番
のブロックを中心に、毎回２０～３０人の町内の方が集まって
きて、小一時間の清掃を行っています。公園愛護会の活動の一
つとして、２か所の花壇の花植えから水遣りまで行いますが、
昨年はさらに新しい花壇を作りました。
周りの草が伸び、例年業者の方が草刈機で、地面から出た上
の方を切り払います。しかし機械では根はそのまま残り、種を
飛ばしてしまいます。それを見かねて、愛護会会長・町内会役
員が草抜きに取り掛かりました。根も残らず種も飛びません。

５月から一日に３時間ほど作業をし、１か月半かけてしっかり
草を抜きました。町内の子どもたちやテニスに来る方に、綺麗
な公園で過ごしていただきたいのが本音です。これにより、草
むらの中の空き缶やごみが無くなりました。
すると、川沿いの道の両側の草が伸びているのに目が行くよ

うになり、ついでに西浜橋から山本橋まで綺麗にしました。ま
た公園から西浜橋に向かう市道のカーブミラーが、手入れ不十
分のために樹々が覆いかぶさってきて見えなくなっていました
ので、急遽役員が、脚立２台・電動バリカン・チェーンソーな
どを使って刈り込み、見えるようにしました。
みんなの為になることは、苦にはなりません。

草
抜
き
の
様
子

清
掃
活
動
の
様
子

清
掃
後
の
公
園


